
記　入　要　領


１　履歴書
・記入例に従って作成する。文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする。
・「年月日」記入欄は、和暦で記入する。
・（１）～（９）の各項目事項について、該当事項がない場合には、該当なしと記載ください。
　　・「賞罰等」の欄には、過去に懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を記入してください。

２　研究に関する事項
　　・①研究業績（原著、総説、著書、報告書、学会発表、症例報告）、
②研究助成等（代表・分担の別及び研究経費（直接経費））を記入すること。
・記入例に従って作成する。文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする。なお、原著等の欧文については、Times New Romanとする。
・業績は以下の分類ごとに、新しいものから順に通し番号を付けて記載する｡
(1) 学術論文
・原著（欧文と邦文に区分）、症例報告、総説等（総説論文、著書、翻訳、分担執筆、展望など）、論文形式のプロシーディングスとし、著者・論題・掲載誌・巻・頁・発表年(西暦)の順に記入する｡
①　学位論文は通し番号に○を付ける｡
②　著者名は、論文と同じ順で省略せずに全員を記入し、本人は太字下線（　　）を引くこと。
③　Corresponding author には著者名の右に＊印を付する（本人がCorresponding author である場合は、そのことを示す資料のコピーを各1枚添付する）。
④　発表雑誌名の略誌法は、医学に係るものは次のとおりとし、それ以外のものは医学に準じて記入することとし、省略した場合のピリオドは付けない。
ア　欧文誌は｢List of Journals Indexed in Index Medicus」による｡
イ　邦文誌は「医学中央雑誌：収蔵雑誌略名表」による｡
⑤　頁は、論文の始めと終わりの頁をハイフンで結んで記入する｡
⑥　各論文の最後にインパクトファクター（IF）を記入する（直近のJournal Citation Reportsにて記入する）。
⑦　in pressのものは掲載証明を添付するかDOIを付記する。
(2) 学会発表（国際学会又は国内の全国規模学会）
・特別講演、シンポジウム、一般講演等の順に主要なものについて、演者名・題名・学会名・発表年の順に記入する｡

３　その他
・提出された個人情報及び版権については、厳正に管理し、選考終了後は個人情報関係書類として溶解処理します。
・各書類の記載内容については事実に相違ないようご注意ください。虚偽の記載があった場合には、採用取消や懲戒処分等の対象となり得ることがあります。


(研究に関する事項_記入例）

【留意事項】
①業績は以下の分類毎に、新しいものから順に記載して通し番号を付けること。
②著者名（掲載順に全員、本人に太字下線）・論題・掲載誌・巻・頁・発表年(西暦)・IFの順に記載すること。
③Corresponding author には著者名の右に＊印を付すること
（応募者がCorresponding author である場合は、そのことを示す資料のコピーを各1枚添付する）。
④in pressのものは掲載証明を添付するかDOIを付記する。
⑤学会発表は演者名・題名・学会名・発表年の順に記載する｡
⑥研究助成は、新しいものから順に記載する。
⑦研究費獲得額は、千円単位で記載する。

①研究業績
原著
1.Higashi J, Handa S, Hamamatsu T*: Dissection of Rab7 localization on Mycobacterium tuberculosis phagosome. Biochem Biophys Res Commun 387(2):272-277, 2019. (IF:00.000)
2.Hamamatsu T, Higashi J, Handa S*: Bacterial entry to the splenic white pulp initiates antigen presentation to CD8+ T cells. Immunity 29: 476-486, 2017. (IF:00.000)
3.Handa S, Higashi J, Hamamatsu T*: SCRAPPER-dependent ubiquitination of active zone protein RIM1 regulates synaptic vesicle release. Cell 130: 943-957, 2015. (IF:00.000)

総説
1.浜松太郎: 骨・関節Ｘ線写真の撮りかたと見かた　第８版、医学書院、2018.
2.浜松太郎：肝性脳症．東　次郎、半田三郎（編）　神経疾患最新の治療2017- 2019, 南江堂, pp320-322, 2017.
3.Hamamatsu T, Higashi J*: Anti-infective vaccine strategies In: Liu D ed. Handbook of Listeria monocytogenes. CRC Press, FL USA, pp449-480, 2015.
4.浜松太郎：マクロファージによる感染防御機構.　最新医学　60：529-543, 2015.

②研究助成等
科学研究費補助金等
1.平成31年度-令和2年度、基盤研究(C)(一般)、 （代表）、○○を基盤とした○○の解析　直接経費　○○○千円

外部資金
1. 令和2年度、JSTさきがけ研究プロジェクト、（分担）、○○を基盤とした○○の解析　　　直接経費　○○○千円

